
番号 名称 略称

2 東京書籍 東  書◆ 英語
Ａ４

502

9 開隆堂出版 開隆堂◆ 英語
ＡＢ

508

15 三省堂 三省堂◆ 英語
ＡＢ

550

17 教育出版 教  出◆ 英語
ＡＢ

532

38 光村図書 光　村◆ 英語
ＡＢ

570

61
新興出版社

啓林館
啓林館◆ 英語

ＡＢ

474
７０６・８０６・９０６

※「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の
　発行予定があることを示しています。

７０２・８０２・９０２

７０５・８０５・９０５

英　 　語

検定済年
発行者

７０１・８０１・９０１

教科書の記号・番号
判型

総ページ数

令和２年

７０３・８０３・９０３

７０４・８０４・９０４
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者  
 

冊 数 発 行 者 の 略 称 

18 冊  東書、開隆堂、三省堂、教出、光村、啓林館 

 
２ 学習指導要領における教科・分野の目標等 
  
【外国語科の目標】 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこ

と、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合

ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を、聞く

こと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を

身に付けるようにする。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題につい

て、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用して表現したり伝え合ったりする

ことができる力を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、

主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 
【英語の目標】 

英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、聞くこと、読むこと、話すこと［やり取り］、話すこと［発 

表］、書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して、第１の（1）及び（2）

に示す資質・能力を一体的に育成するとともに、その過程を通して、第１の（3）に示す資質・能力

を育成する。 

(1) 聞くこと 

ア はっきりと話されれば、日常的な話題について、必要な情報を聞き取ることができるようにする。 

イ はっきりと話されれば、日常的な話題について、話の概要を捉えることができるようにする。 

ウ はっきりと話されれば、社会的な話題について、短い説明の要点を捉えることができるように

する。 

(2) 読むこと 

ア 日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取ることができ

るようにする。 

イ 日常的な話題について、簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉えることができるよう

にする。 

ウ 社会的な話題について、簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を捉えることができるよう

にする。 

(3) 話すこと［やり取り］ 

ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができるようにする。 

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いて伝

えたり、相手からの質問に答えたりすることができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じたこと、その理

由などを、簡単な語句や文を用いて述べ合うことができるようにする。 

(4) 話すこと［発表］ 

ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにする。 

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてま

とまりのある内容を話すことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じたこと、その理

由などを、簡単な語句や文を用いて話すことができるようにする。 

(5) 書くこと 

ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるようにする。 

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用いてま
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とまりのある文章を書くことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたことや感じたこと、その

理由などを、簡単な語句や文を用いて書くことができるようにする。

【参考 中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第２ 各言語の目標及び内容等 英語 

３ 指導計画の作成と内容の取扱い(3) から（抜粋）】 

教材については、次の事項に留意するものとする。

３ 教科書の調査研究 

（１）内容

ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」）

調査研究項目（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位

 ａ 各学年で扱われている主な単元の数
英語「３ 指導計画の作

成と内容の取扱い(3)」
個

ｂ 五つの領域のうち特定の領域に焦点を当てた活動

及び複数の領域を統合した活動の数 

外国語の目標 

英語の目標 
個 

ｃ 各学年で扱われている主な文、文構造、文法事項の

数 

英語「２ 内容〔知識及

び技能〕(1) エ」  
 種類 

ｄ 取扱い語数
英語「２ 内容〔知識及

び技能〕(1) ウ」
個

ｅ 発展的な内容を取り上げている箇所数 学習指導要領 総則 箇所 

イ 調査項目の具体的な内容（調査結果は「別紙２」）

① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項

ａ 各学年で扱われている主な単元（Unit, Lesson, Program 等の名称を冠され、複数のパー

トから構成されているもの。ただし、特定の領域・言語の使用場面等に焦点を当てた課、読

み物教材、付録等を除く。）のタイトル及び扱う題材（別紙２－１）

ｂ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の五つ

の領域のうち特定の領域に焦点を当てた活動及び複数の領域を統合した活動の各学年にお

ける単元別の数（別紙２－１）

ｃ 学習指導要領の英語「２ 内容〔知識及び技能〕(1) エ」に示されている「文、文構造及

び文法事項」のうち主なものが扱われている学年。

なお、今回の学習指導要領の改訂で新たに追加された「文、文構造及び文法事項」の扱い

についても把握できるようにする。（別紙２－２）

ｅ 発展的な内容として扱われている文法事項等の名称及び具体的な学習の内容（別紙２－

３）

ア 教材は、聞くこと、読むこと、話すこと［やり取り］、話すこと［発表］、書くことなどのコミュ

ニケーションを図る資質・能力を総合的に育成するため、１に示す五つの領域別の目標と２に示す

内容との関係について、単元など内容や時間のまとまりごとに各教材の中で明確に示すとともに、

実際の言語の使用場面や言語の働きに十分配慮した題材を取り上げること。

イ 英語を使用している人々を中心とする世界の人々や日本人の日常生活、風俗習慣、物語、地理、 
歴史、伝統文化、自然科学などに関するものの中から、生徒の発達の段階や興味・関心に即して

適切な題材を効果的に取り上げるものとし、次の観点に配慮すること。

（ｱ）多様な考え方に対する理解を深めさせ、公正な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役立つこ

と。

（ｲ）我が国の文化や、英語の背景にある文化に対する関心を高め、理解を深めようとする態度を養

うのに役立つこと。

（ｳ）広い視野から国際理解を深め、国際社会と向き合うことが求められている我が国の一員として

の自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養うのに役立つこと。
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＜その他＞ 

 ＊１ 北朝鮮による拉致問題の扱い 

＜＜  調調査査のの結結果果、、＊＊１１ににつついいててはは記記載載ののなないいここととをを確確認認ししたた。。  ＞＞  

 ＊２ 防災や自然災害の扱い（別紙２－４） 

 ＊３ オリンピック・パラリンピックの扱い（別紙２－５） 

 

② 調査対象事項を設定した理由等 

・ 学習指導要領（平成 29 年告示）では、「英語を使用している人々を中心とする世界の人々

や日本人の日常生活、風俗習慣、物語、地理、歴史、伝統文化、自然科学などに関するもの

の中から、生徒の発達の段階や興味・関心に即して適切な題材を効果的に取り上げる」とさ

れている。このことから、各教科書で扱われている題材を把握するため、各単元のタイトル

及び扱う題材を調査対象とする。（ａ） 
・ 学習指導要領（平成 29 年告示）では、対話的な言語活動を一層重視する観点から「話す

こと［やり取り］」の領域が設定され、従来の「話すこと」が「話すこと［やり取り］」と「話

すこと［発表］」に分けられている。また、外国語科の目標として「言語活動を通して、（中

略）コミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。」とされる

とともに、英語の目標として、「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと

［発表］」「書くこと」の五つの領域別の目標が設定されている。このことから、それぞれの

領域の扱いを把握するため、五つの領域のうち特定の領域に焦点を当てた活動及び複数の領

域を統合した活動の数を調査対象とする。（ｂ） 
・ 学習指導要領（平成 29 年告示）では、文、文構造及び文法事項について、表現をより適

切でより豊かにするなどの目的で、「感嘆文のうち基本的なもの」や「現在完了進行形」な

ど数項目が追加されている。このことから、各教科書においてそれぞれの学年で扱われてい

る主な「文、文構造及び文法事項」（本調査では 32 項目）を調査対象とするとともに、これ

らのうち新たに追加されたものの扱いも明らかになるようにする。（ｃ） 

・ 学習指導要領（平成 29 年告示）では、取扱い語数が、学習指導要領（平成 20 年告示）の

「1200 語程度」の語から、小学校で学習する「600～700 語」に五つの領域別の目標を達成

するための言語活動に必要な「1600～1800 語程度」を加えた「2200～2500 語程度」の語に

改訂されている。このことから、小学校で学習した語も含め、各教科書において学年ごとに

扱われている語数を調査対象とする。（ｄ） 

・ 発展的な内容については、学習指導要領第１章総則「第２ 教育課程の編成 ３教育課程の

編成における共通事項 （１）内容等の取扱い イ」において、「学校において特に必要があ

る場合には、第２章以下に示していない内容を加えて指導することができる。」と示されてい

る。また、（３）「指導計画の作成等に当たっての配慮事項 イ」では、「各教科等及び各学

年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにすること」と示されている。 

これらのことから、発展的な内容の扱いの有無、取り上げている内容の具体的な学習の内容

について調査する。（ｅ） 

＜その他＞ 

・ 東京都教育委員会は、教育目標の基本方針１として「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育

成」を掲げ人権教育を推進してきた観点から、児童・生徒が人権尊重の理念を正しく理解でき

るようにするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて調査する。（＊１） 

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリス

クマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向上

が重要であることから、防災や自然災害における関係機関の役割等について考察させることを

通じて、これらの問題を正しく理解できるようにするため、防災や、自然災害時における関係

機関の役割等の扱いについて調査する。（＊２） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会

に貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについ

て調査する。（＊３） 
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③ 調査研究の方法

ａ 各学年で扱われている主な単元（Unit, Lesson, Program 等の名称を冠され、複数のパー

トから構成されているもの。ただし、特定の領域・言語の使用場面等に焦点を当てた課、読

み物教材、付録等を除く。）のタイトル及び当該単元で扱う題材について整理する。

ｂ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の五つ

の領域のうち、特定の領域に焦点を当てた活動及び複数の領域を統合した活動の各学年にお

ける単元別の数について整理する。その際、各教科書で設定している五つの領域別の記号や、

複数の領域を統合した活動を表す記号等の数を参考とする。

ｃ 学習指導要領の英語「２ 内容〔知識及び技能〕(1) エ」に示されている「文、文構造及

び文法事項」について、各学年で扱われている状況について整理する。その際、各教科書で

扱われている新たな文法事項等を導入するための英文（いわゆる基本文等）、各単元の本文

等を参考とする。

ｄ 各教科書で学年ごとに扱われている語彙について整理する。その際、各教科書の巻末に掲

載されている単語一覧等の見出し語の数を参考とする。

ｅ 発展的な内容として扱われている文法事項等の名称及び具体的な学習の内容については、

義務教育諸学校教科用図書検定基準第２章２（16）に基づき、発展的な学習内容以外のもの

と区別して、発展的な学習内容であることが明示されているものを整理する。

＜その他＞ 

（２）構成上の工夫（調査結果は「別紙３」）

以下の観点について記載する。

ア 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫（単元構成上の工夫等）

イ 小学校外国語科との円滑な接続のための工夫（小学校で学習した語彙や表現の扱い方等）

ウ 付録等の資料の工夫（分野別の語彙リスト等）

エ ユニバーサルデザインの視点

オ デジタルコンテンツの扱い

＊１ 北朝鮮による拉致問題について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＊２ 防災や自然災害について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＊３ オリンピック・パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 
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3
3

8
6

3
9
.0

%
1
9
.6

%
1
8
.7

%
6
.3

%
1
6
.4

%
第

１
学

年
3
9

3
6

5
6

2
5

3
1

3
7
8
6

第
２

学
年

3
5

3
3

3
7

4
3

3
2

3
5
5
5

第
３

学
年

2
6

2
6

2
7

3
2

2
5

4
3
7
4

1
0
0

9
5

1
2
0

1
0
0

8
8

1
9
.9

%
1
8
.9

%
2
3
.9

%
1
9
.9

%
1
7
.5

%

第
１

学
年

5
0
.2

3
0
.5

3
6
.2

1
4
.7

2
8
.7

3
.8

9
7
2
.7

第
２

学
年

3
7
.0

3
3
.7

2
7
.5

2
0
.2

2
9
.7

4
.2

5
6
0
.3

第
３

学
年

3
0
.7

2
9
.3

2
1
.7

1
7
.7

2
5
.5

4
.2

4
7
7
.2

ａ
　

各
教

科
書

で
扱

わ
れ

て
い

る
主

な
単

元
（
U

n
it
, 
L
e
ss

o
n
, 
P

ro
gr

am
等

の
名

称
を

冠
さ

れ
、

複
数

の
パ

ー
ト

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
も

の
）
の

数
を

数
え

た
も

の
。

9
3
2

合
計

2
6
.2

1
2
.2

3
2
.0

7
.3

1
1
.391
4

1
4 9 1
4

0 00

1
0

0 0 0
.3

1
3
.3

8 8

合
計

8

2
5

81
3 7

光
　

村

合
計

2 5 0 0 0 2

1
3

7

1
0 88

教
　

出

合
計

2
8

5 3
2

1
,7

9
5

8
.3

7
.3

平
均

値

1
2 9

1
3 7

2
7

9

1
1

8 7

ｃ
　

中
学

校
学

習
指

導
要

領
（
平

成
2
9
年

告
示

）
に

示
さ

れ
て

い
る

主
な

文
、

文
構

造
、

文
法

事
項

の
う

ち
、

本
調

査
で

扱
っ

て
い

る
3
2
項

目
に

つ
い

て
、

各
教

科
書

で
学

年
ご

と
に

扱
わ

れ
て

い
る

項
目

の
数

を
数

え
た

も
の

。

ｄ
　

そ
れ

ぞ
れ

の
教

科
書

で
巻

末
の

単
語

一
覧

等
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
見

出
し

語
の

数
を

数
え

た
も

の
。

　
中

学
校

で
学

習
す

る
新

語
の

数
は

1
,6

0
0
～

1
,8

0
0
語

程
度

で
あ

る
が

、
小

学
校

で
学

習
し

た
語

（
6
0
0
～

7
0
0
語

）
を

中
学

校
に

お
い

て
繰

り
返

し
扱

う
な

ど
し

て
い

る
教

科
書

に
お

い
て

は
、

取
扱

い
語

数
が

増
加

し
て

い
る

。

1
.2

ｂ
　

各
教

科
書

が
設

定
し

て
い

る
領

域
別

の
記

号
の

扱
い

に
基

づ
き

、
「
五

つ
の

領
域

の
う

ち
特

定
の

領
域

に
焦

点
を

当
て

た
活

動
」
（
各

領
域

の
活

動
）
及

び
「
複

数
の

領
域

を
統

合
し

た
活

動
」
を

そ
れ

ぞ
れ

示
す

記
号

等
の

数
を

数
え

た
も

の
。

81
0 6

1
0
.5

0 0 0 0 0 0

3
2

0 0

五
つ

の
領

域
の

う
ち

特
定

の
領

域
に

焦
点

を
当

て
た

活
動

及
び

複
数

の
領

域
を

統
合

し
た

活
動

の
数

ａ

0

聞
く
こ

と

9

各
学

年
で

扱
わ

れ
て

い
る

主
な

文
、

文
構

造
、

文
法

事
項

の
数

※
調

査
項

目
は

3
2
項

目

1
2

1
3 8

8

「「
別別

紙紙
１１

」」
【【
（（
１１

））
内内

容容
　　

アア
　　

調調
査査

研研
究究

のの
総総

括括
表表

】】
（（
中中

学学
校校

　　
英英

語語
））

項
目

　
　

　
発

行
者

各
学

年
で

扱
わ

れ
て

い
る

主
な

単
元

の
数

発
展

的
な

内
容

を
取

り
上

げ
て

い
る

箇
所

数
ｄ
 取

扱
い

語
数

8

ｃ

1
2

開
隆

堂

ｅ

合
計

東
　

書

2
7

2
8

3
2

1
,8

9
1

7

2
,2

2
0

0

三
省

堂

合
計

2
5

9
3
2

2
,1

4
5

2

1
2

2
,2

9
5

0

啓
林

館

合
計

2
5

1
0

3
2

1
,7

1
5

0

1
1

1
1
7
.8

9
3
.5

8
5
.3

5
2
.5

8
3
.8

1
.5

2
,0

1
0
.2

　
な
お
、
複
数
の
領
域
を
扱

っ
た
一

連
の

活
動

（
「
統

合
」
の

記
号

の
付

い
て
い
る
も
の
等
）
を
「
複
数
の
領
域
を
統
合
し
た
活
動
」
と
し
て
数
え
て
い
る
。

　
各
領
域
の
％
は
、
五
つ
の

領
域

の
活

動
の

合
計

数
の

う
ち
、
そ
の

領
域

の
活
動
が
占
め
る
割
合
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
小
数
第
二
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
。
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各
単

元
で

扱
う

題
材

聞
く
こ

と
読

む
こ

と
話

す
こ

と
［
や

り
取

り
］

話
す

こ
と

［
発

表
］

書
く
こ

と
複

数
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領
域
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世
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2
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2
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L
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あ
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2
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3
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4
B
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れ
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理
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2
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1
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6
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e
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B
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第
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元
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年
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元
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第
３
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年
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単

元
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合
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8
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「「
別別

紙紙
２２

－－
１１

」」
【【
((１１

))内内
容容

　　
イイ

　　
調調

査査
項項

目目
のの

具具
体体

的的
なな

内内
容容

　　
ａａ
、、

ｂｂ
　　

　　
東東

書書
　　

  】】
((中中

学学
校校

　　
英英

語語
))

主
な

単
元

（
U

n
it
, 
L
e
ss

o
n
等

）
の

タ
イ

ト
ル

ｂ
　

五
つ

の
領

域
の

う
ち

特
定

の
領

域
に

焦
点

を
当

て
た

活
動

及
び

複
数

の
領

域
を

　
　

統
合

し
た

活
動

の
数

ａ
　

各
学

年
で

扱
わ

れ
て

い
る

主
な

単
元

の
数

b 
こ

こ
で

は
、

「
主

な
単

元
」
の

範
囲

を
、

「
単

元
の

始
ま

り
か

ら
、

次
の

単
元

の
始

ま
る

前
ま

で
の

全
て

」
と

し
て

各
活

動
の

数
を

調
査

し
て

い
る

。
　

（
各

学
年

の
最

後
の

「
主

な
単

元
」
の

範
囲

は
、

そ
の

単
元

の
始

ま
り

か
ら

教
科

書
の

終
わ

り
ま

で
と

し
て

い
る

。
）

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 各
学

年
及

び
全

学
年

の
合

計
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く
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と
読
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と
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こ

と
［
や
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］
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こ
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］
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複
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範
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範
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1
年
」
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年
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3
年

」
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そ

れ
ぞ

れ
の

文
、

文
構

造
、

文
法

事
項

が
扱

わ
れ

て
い
る
学
年
を
表
す
。

※
表

中
の

「
例

」
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し
て
い
る
例
文
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中
学

校
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領
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平
成
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告
示
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説
外

国
語
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る
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追

加
さ

れ
た

内
容

で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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者
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東
　

書
開

隆
堂

三
省

堂
教

　
出

光
　

村
啓

林
館

2
1

命
令

文
1
年

1
年

1
年

1
年

1
年

1
年

2
2

T
h
e
re

＋
be

動
詞

＋
～

（
～

が
あ

る
［
あ

っ
た

］
・
い

る
［
い

た
］
）
の

文
1
年

1
年

2
年

1
年

2
年

2
年

2
3

従
属

節
を

つ
く
る

接
続

詞
（
be

c
au

se
, 
w

h
e
n
, 
if
等

）
2
年

2
年

2
年

2
年

2
年

2
年

2
4

［
主

語
＋

動
詞

＋
間

接
目

的
語

＋
直

接
目

的
語

］
の

う
ち

、
主

語
＋

動
詞

＋
間

接
目

的
語

＋
名

詞
/
代

名
詞

例
）
T
h
e
 t

e
ac

h
e
r 

to
ld

 u
s 

an
 i
n
te

re
st

in
g 

st
o
ry

. 
 S

h
e
 g

av
e
 m

e
 h

e
r 

e
m

ai
l 
ad

dr
e
ss

.　
な

ど

2
年

2
年

2
年

2
年

2
年

2
年

2
5

［
主

語
＋

動
詞

＋
間

接
目

的
語

＋
直

接
目

的
語

］
の

う
ち

、
主

語
＋

動
詞

＋
間

接
目

的
語

＋
h
o
w

（
な

ど
）
to

不
定

詞
例

）
I 
sh

o
w

e
d 

h
im

 h
o
w

 t
o
 s

e
n
d 

e
m

ai
l. 

 I
 s

h
o
w

e
d 

h
im

 w
h
e
re

 t
o
 p

o
st

 t
h
e
 l
e
tt

e
r.
 な

ど

2
年

3
年

2
年

2
年

3
年

3
年

2
6

［
主

語
＋

動
詞

＋
目

的
語

＋
補

語
］
の

う
ち

、
主

語
＋

動
詞

＋
目

的
語

＋
名

詞
/
形

容
詞

例
）
W

e
 c

al
l 
h
im

 T
o
sh

i. 
 K

im
ik

o
's

 s
m

ile
 a

lw
ay

s 
m

ak
e
s 

u
s 

h
ap

py
.　

な
ど

2
年

3
年

2
年

2
年

2
年

2
年

2
7

★
感

嘆
文

　
　

　
例

）
H

o
w

 i
n
te

re
st

in
g!

　
W

h
at

 a
 b

ig
 t

re
e
!　

な
ど

1
年

1
年

1
年

2
年

1
年

1
年

2
8

★

［
主

語
＋

動
詞

＋
間

接
目

的
語

＋
直

接
目

的
語

］
の

う
ち

、
主

語
＋

動
詞

＋
間

接
目

的
語

＋
　

th
at

で
始

ま
る

節
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

w
h
at

な
ど

で
始

ま
る

節
例

）
I’

ll 
sh

o
w

 y
o
u
 t

h
at

 t
h
is

 i
s 

n
o
t 

tr
u
e
. 
 P

le
as

e
 t

e
ac

h
 m

e
 w

h
at

 I
 h

av
e
 t

o
 d

o
 n

o
w

.　
な

ど

3
年

3
年

3
年

2
年

3
年

3
年

2
9

★

［
主

語
＋

動
詞

＋
目

的
語

＋
補

語
］
の

う
ち

、
主

語
＋

動
詞

＋
目

的
語

＋
原

形
不

定
詞

例
）
W

ill
 y

o
u
 l
e
t 

m
e
 t

ry
? 

  
 I
 h

e
lp

e
d 

m
y 

fa
th

e
r 

w
as

h
 t

h
e
 c

ar
.　

な
ど

3
年

3
年

3
年

2
年

3
年

3
年

3
0

★

主
語

＋
be

動
詞

＋
形

容
詞

＋
th

at
で

始
ま

る
節

例
）
I’

m
 g

la
d 

th
at

 y
o
u
 l
ik

e
 i
t.

  
  

 I
’
m

 s
u
re

 t
h
at

 m
an

y 
pe

o
pl

e
 w

ill
 l
iv

e
 w

it
h
 a

 r
o
bo

t 
in

 t
h
e
 f

u
tu

re
.　

な
ど

2
年

3
年

2
年

2
年

2
年

3
年

3
1

★

現
在

完
了

進
行

形
例

）
It
 h

as
 b

e
e
n
 r

ai
n
in

g 
si

n
c
e
 t

h
is

 m
o
rn

in
g.

  
  

M
as

as
h
i 
an

d 
Y
u
ki

o
 h

av
e
 b

e
e
n
 p

la
yi

n
g 

so
c
c
e
r 

fo
r 

tw
o
 h

o
u
rs

.　
な

ど
3
年

2
年

3
年

3
年

3
年

3
年

3
2

★

仮
定

法
の

う
ち

基
本

的
な

も
の

例
）
If
 I
 w

e
re

 y
o
u
, 
I 
w

o
u
ld

 a
sk

 m
y 

be
st

 f
ri
e
n
d 

to
 h

e
lp

 m
e
.

  
  

 I
f 

yo
u
 h

ad
 f

iv
e
 m

ill
io

n
 y

e
n
, 
w

h
at

 w
o
u
ld

 y
o
u
 d

o
?

  
  

 I
 w

is
h
 I
 k

n
e
w

 m
y 

c
at

’
s 

fe
e
lin

gs
. 
 S

h
e
 i
s 

al
w

ay
s 

c
ry

in
g 

in
 t

h
e
 h

o
u
se

.　
な

ど

3
年

3
年

3
年

3
年

3
年

3
年

1
2

1
1

1
3

1
3

1
0

9

1
3

1
3

1
2

1
4

1
4

1
4

7
8

7
5

8
9

3
2

3
2

3
2

3
2

3
2

3
2

第
１

学
年

で
扱

わ
れ

て
い

る
主

な
文

、
文

構
造

、
文

法
事

項
の

数

第
２

学
年

で
扱

わ
れ

て
い

る
主

な
文

、
文

構
造

、
文

法
事

項
の

数

第
３

学
年

で
扱

わ
れ

て
い

る
主

な
文

、
文

構
造

、
文

法
事

項
の

数

合
　

計

「「
別別

紙紙
２２

－－
２２

②②
」」

　　
【【

((
１１

))
内内

容容
　　

イイ
　　

調調
査査

項項
目目

のの
具具

体体
的的

なな
内内

容容
  
ｃｃ

  
】】

((
中中

学学
校校

　　
英英

語語
))

※
各

「
発

行
者

」
欄

の
「

1
年

」
、

「
2
年

」
、

「
3
年

」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
、
文
構
造
、
文
法
事
項
が
扱
わ
れ
て
い
る
学
年

を
表

す
。

※
表

中
の

「
例

」
で

示
し

て
い

る
例

文
は

、
中

学
校

学
習
指
導
要
領
（
平
成
2
9
年
告
示
）
解
説
外
国
語
編
に
よ
る
。

※
表

中
の

「
★

」
の

項
目

は
、

中
学

校
学

習
指

導
要

領
（
平
成
2
9
年
告
示
）
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を

示
し

て
い

る
。

ｃ
　

各
学

年
で

扱
わ

れ
て

い
る

主
な

文
、

文
構

造
、

文
法

事
項

発
行

者
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項
目

 
発

行
者

学
年

取
り

上
げ

て
い
る
内
容

（
文

法
事

項
等

の
名
称
）

具
体

的
な
学
習
の
内
容

（
教
科
書
の

英
文
又
は
そ
の
一
部
）

第
１

学
年

第
２

学
年

・
過
去
完
了
形

・
仮
定
法
過
去
完
了
形

・
O

n
e
 m

o
rn

in
g 

I 
w

o
ke

 u
p 

an
d 

di
sc

o
ve

re
d 

th
at

 E
lf
ie

 h
ad

 d
ie

d 
du

ri
n
g 

th
e
 n

ig
h
t.
(P

1
3
3
)

・
I 
kn

e
w

 E
lf
ie

 w
o
u
ld

n
't
 h

av
e
 m

in
de

d,
 b

u
t 

I 
sa

id
 n

o
.(
P

1
3
3
)

※
該

当
箇

所
に

下
線

を
引

き
、

欄
外

に
「
発

展
」
で

あ
る

こ
と

を
明

示
し

て
い

る
。

第
３

学
年

・
関
係
副
詞

・
分
詞
構
文

・
It
 i
s 

th
e
 t

im
e
 w

h
e
n 

I 
w

ai
t 

fo
r 

th
e
 m

ai
l 
to

 c
o
m

e
.(
P

1
2
0
)

・
T
h
at

 i
s 

w
h
y 

w
ai

ti
n
g 

fo
r 

th
e
 m

ai
l 
is

 a
 s

ad
 t

im
e
 f

o
r 

m
e
.(
P

1
2
0
)

・
F
ro

g 
an

d 
T
o
ad

 s
at

 o
n
 t

h
e
 p

o
rc

h
, 
fe

e
lin

g 
sa

d 
to

ge
th

e
r.
(P

1
2
0
)

・
T
o
ad

 w
as

 i
n
 b

e
d,

 t
ak

in
g 

a 
n
ap

.(
P

1
2
1
)

・
T
h
e
y 

sa
t 

th
e
re

, 
fe

e
lin

g 
h
ap

py
 t

o
ge

th
e
r.
(P

1
2
2
)

※
該

当
箇

所
に

下
線

を
引

き
、

欄
外

に
「
発

展
」
で

あ
る

こ
と

を
明

示
し

て
い

る
。

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

・
関
係
副
詞

・
使
役
動
詞

・
I 
h
av

e
 a

 d
re

am
 t

h
at

 m
y 

fo
u
r 

lit
tl
e
 c

h
ild

re
n
 w

ill
 o

n
e
 d

ay
 l
iv

e
 i
n
 a

 n
at

io
n
 w

h
e
re

 t
h
e
y 

w
ill

 n
o
t 

be
  

ju
dg

e
d 

by
 t

h
e
 c

o
lo

r 
o
f 

th
e
ir
 s

ki
n
 b

u
t 

by
 t

h
e
 c

o
n
te

n
t 

o
f 

th
e
ir
 c

h
ar

ac
te

r.
(P

7
6
)

・
I 
h
ad

 m
y 

h
ai

r 
c
u
t 

o
ff

 a
n
d 

so
ld

 i
t 

be
c
au

se
...

.（
P

1
2
4
 ）

※
欄

外
に

「
発

展
」
で

あ
る

こ
と

を
明

示
し

て
い

る
。

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

第
１

学
年

第
２

学
年

第
３

学
年

光
　
村

啓
林
館

※
　
「
発
展
」
と
明
示
し
て
い
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

※
　
「
発
展
」
と
明
示
し
て
い
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

※
　
「
発
展
」
と
明
示
し
て
い
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

※
　
「
発
展
」
と
明
示
し
て
い
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

※
　
「
発
展
」
と
明
示
し
て
い
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

※
　
「
発
展
」
と
明
示
し
て
い
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

「
別
紙
２
－
３

」
【
(
１
)
内
容
　
イ
　
調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
ｅ
 
】
(
中
学
校
　
英
語
)

東
　
書

開
隆
堂

三
省
堂

教
　
出

−481−



「
別
紙
２
－
４
」
【
防
災
や
自
然
災
害
の
扱
い
】
(中
学
校
　
英
語
)

発
行

者
「

単
元

名
又

は
教

材
名

」
　

【
掲

載
方

法
】

　
記

述
の

概
要

（
学

年
　

掲
載

ペ
ー

ジ
）

東
　

書

「
L
e
t'
s 

L
is

te
n
 3

  
ラ

ジ
オ

の
災

害
情

報
」

　
・
【
本

文
】
自

然
災

害
時

の
「
ラ

ジ
オ

の
災

害
情

報
」
を

リ
ス

ニ
ン

グ
の

題
材

と
し

て
掲

載
（
３

年
P

5
6
)

「
U

n
it
 4

　
B

e
 P

re
pa

re
d 

 a
n
d 

W
o
rk

 T
o
ge

th
e
r」

　
・
【
本

文
】
災

害
時

の
外

国
人

支
援

の
取

組
に

つ
い

て
紹

介
し

て
い

る
本

文
を

掲
載

（
３

年
P

6
2
-
6
5
）

　
・
【
イ

ラ
ス

ト
】
災

害
時

に
役

立
つ

図
記

号
を

使
っ

た
標

識
の

イ
ラ

ス
ト

を
掲

載
（
３

年
P

6
6
）

　
・
【
写

真
】
図

記
号

を
使

っ
た

標
識

の
写

真
、

非
常

持
出

袋
と

そ
の

中
身

を
示

し
た

写
真

、
外

国
人

観
光

客
な

ど
の

被
災

を
想

定
し

た
避

難
訓

練
の

様
子

の
写

真
を

掲
載

　
　

（
３

年
P

5
7
, 
P

6
0
, 
P

6
5
)

開
隆

堂
「
P

o
w

e
r-

U
p 

4
　

非
常

時
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

聞
こ

う
」

　
・
【
本

文
】
火

災
発

生
時

の
館

内
放

送
（
出

火
場

所
や

非
常

口
の

場
所

を
知

ら
せ

る
も

の
）
を

リ
ス

ニ
ン

グ
の

題
材

と
し

て
掲

載
（
３

年
P

9
0
)

三
省

堂
「
T
ak

e
 A

c
ti
o
n
! 
L
is

te
n
 1

　
避

難
訓

練
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
」

　
・
【
本

文
】
学

校
で

の
避

難
訓

練
の

放
送

（
火

災
が

起
き

た
際

の
出

火
場

所
と

避
難

先
を

知
ら

せ
る

も
の

）
を

リ
ス

ニ
ン

グ
の

題
材

と
し

て
掲

載
（
３

年
P

1
6
）

教
　

出

「
L
e
ss

o
n
 7

 　
S
ym

bo
ls

 a
n
d 

S
ig

n
s」

　
・
【
本

文
】
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
が

色
を

使
用

し
て

い
る

例
と

し
て

、
非

常
口

の
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
を

紹
介

す
る

本
文

を
掲

載
（
１

年
P

9
3
)

　
・
【
写

真
】
非

常
口

の
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
の

写
真

を
掲

載
（
１

年
P

9
3
）

「
L
e
ss

o
n
 7

  
T
h
e
 G

if
t 

o
f 

G
iv

in
g」

　
・
【
本

文
】
自

然
災

害
な

ど
の

際
に

行
わ

れ
る

募
金

活
動

に
つ

い
て

紹
介

す
る

本
文

を
掲

載
（
２

年
P

8
2
）

光
　

村

「
U

n
it
 5

  
E
ar

th
qu

ak
e
 D

ri
ll」

　
・
【
本

文
】
防

災
訓

練
及

び
地

域
で

暮
ら

す
外

国
人

に
向

け
た

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

つ
い

て
紹

介
し

て
い

る
本

文
を

掲
載

（
２

年
P

6
3
-
7
1
)

　
・
【
写

真
】
防

災
バ

ッ
グ

の
写

真
、

防
災

バ
ッ

グ
の

中
身

に
つ

い
て

の
写

真
、

自
然

災
害

（
台

風
、

落
雷

、
豪

雪
）
に

関
す

る
写

真
を

掲
載

（
２

年
P

6
3
,6

7
,7

0
）

　
・
【
イ

ラ
ス

ト
】
地

震
の

際
の

避
難

に
関

す
る

イ
ラ

ス
ト

、
防

災
バ

ッ
グ

に
関

す
る

イ
ラ

ス
ト

を
掲

載
（
２

年
P

6
3
,6

4
,6

6
,6

8
)

「
L
e
t'
s 

R
e
ad

 2
　

M
e
e
t 

H
an

yu
 Y

u
zu

ru
」

　
・
【
本

文
】
羽

生
結

弦
選

手
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

中
で

東
日

本
大

震
災

に
言

及
し

て
い

る
部

分
を

本
文

と
し

て
掲

載
（
２

年
P

8
7
)

啓
林

館

「
U

n
it
 3

  
In

 C
as

e
 o

f 
E
m

e
rg

e
n
c
y」

　
・
【
本

文
】
地

震
発

生
時

の
行

動
、

防
災

用
品

、
火

災
訓

練
、

防
災

公
園

な
ど

に
つ

い
て

紹
介

し
て

い
る

本
文

を
掲

載
（
２

年
P

3
1
-
4
1
)

　
・
【
写

真
】
地

震
発

生
時

の
行

動
、

非
常

持
出

袋
、

火
災

訓
練

、
防

災
公

園
等

の
写

真
、

簡
易

ラ
ン

タ
ン

の
写

真
を

掲
載

（
２

年
P

3
1
,3

8
,4

0
,4

1
)

　
・
【
イ

ラ
ス

ト
】
地

震
の

際
の

行
動

、
防

災
用

品
、

火
災

訓
練

の
際

の
行

動
の

イ
ラ

ス
ト

、
マ

ン
ホ

ー
ル

ト
イ

レ
の

仕
組

み
の

イ
ラ

ス
ト

、
簡

易
ラ

ン
タ

ン
の

つ
く
り

方
の

イ
ラ

ス
ト

を
掲

載
　

　
（
２

年
P

3
2
,3

4
,3

6
,3

8
,4

1
)
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「
別
紙
２
－
５
」
【
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
】
（
中
学
校
　
英
語
）

発
行
者

「
単
元
名
又
は
教
材
名
」
　
【
掲
載
方
法
】
　
記
述
の
概
要
（
学
年
　
掲
載
ペ
ー
ジ
）

東
　

書

「
U

n
it
 1

　
S
po

rt
s 

fo
r 

E
ve

ry
o
n
e
」

　
・
【
本

文
】
車

い
す

テ
ニ

ス
の

選
手

の
話

題
を

例
に

、
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

紹
介

す
る

本
文

を
掲

載
（
３

年
P

７
-
1
5
）

　
・
【
コ

ラ
ム

】
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
概

要
に

つ
い

て
紹

介
す

る
コ

ラ
ム

を
掲

載
（
３

3
年

P
８

)
　

・
【
写

真
】
様

々
な

障
が

い
者

ス
ポ

ー
ツ

の
写

真
、

第
1
回

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
会

式
の

写
真

、
車

い
す

テ
ニ

ス
選

手
（
国

枝
慎

吾
選

手
、

上
地

結
衣

選
手

）
の

写
真

、
　

　
　

　
　

　
 競

技
用

車
い

す
の

写
真

を
掲

載
（
３

年
P

7
,8

,1
3
,1

5
）

　
・
【
イ

ラ
ス

ト
】
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

ス
ポ

ー
ツ

の
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
の

イ
ラ

ス
ト

を
掲

載
（
３

年
P

９
)

開
隆

堂
「
W

o
rd

 W
e
b 

③
　

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

」
　

・
【
本

文
】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
競

技
名

を
英

語
と

日
本

語
で

掲
載

（
３

年
P

1
0
9
）

　
・
【
イ

ラ
ス

ト
】
聖

火
の

背
景

に
複

数
の

国
の

国
旗

が
配

さ
れ

た
イ

ラ
ス

ト
を

掲
載

（
３

年
P

1
0
9
)

三
省

堂

「
L
e
ss

o
n
 7

  
W

h
e
e
lc

h
ai

r 
B

as
ke

tb
al

l」
　

・
【
本

文
】
車

い
す

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

に
関

す
る

や
り

取
り

や
、

車
い

す
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
選

手
の

エ
ッ

セ
イ

を
紹

介
す

る
本

文
を

掲
載

（
１

年
P

1
1
3
-
1
1
9
）

　
・
【
写

真
】
車

い
す

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
競

技
場

面
の

写
真

,、
車

い
す

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

用
の

車
い

す
の

写
真

、
車

い
す

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

選
手

（
網

本
麻

里
選

手
）
の

写
真

を
  

  
  

  
  

  
  

掲
載

　
（
１

年
P

1
1
3
,1

1
5
,1

1
8
,1

1
9
)

　
・
【
イ

ラ
ス

ト
】
車

い
す

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

に
参

加
し

て
い

る
イ

ラ
ス

ト
を

掲
載

（
１

年
P

1
1
4
,1

1
6
)

教
　

出

「
L
e
ss

o
n
 3

 　
M

y 
F
av

o
ri
te

 P
e
rs

o
n
」

　
・
【
写

真
】
ス

キ
ー

ジ
ャ

ン
プ

選
手

（
高

梨
沙

羅
選

手
）
、

フ
ィ

ギ
ュ

ア
ス

ケ
ー

ト
選

手
（
羽

生
結

弦
選

手
）
、

卓
球

選
手

（
石

川
佳

純
選

手
）
の

写
真

を
掲

載
（
１

年
P

4
4
,4

6
）

「
L
e
ss

o
n
 7

 　
S
ym

bo
ls

 a
n
d 

S
ig

n
s」

　
・
【
本

文
】
1
9
6
4
年

に
日

本
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
委

員
会

が
作

成
し

た
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
及

び
2
0
2
0
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
向

け
て

作
成

さ
れ

た
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
　

　
　

　
　

　
 紹

介
す

る
本

文
を

掲
載

（
１

年
P

9
2
,9

3
)

　
・
【
イ

ラ
ス

ト
】
1
9
6
4
年

に
日

本
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
委

員
会

が
作

成
し

た
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
の

イ
ラ

ス
ト

、
2
0
2
0
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
向

け
て

作
成

さ
れ

た
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
の

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
ラ

ス
ト

を
掲

載
（
１

年
P

9
2
,9

3
)

「
L
e
ss

o
n
 4

  
S
po

rt
s 

L
e
ge

n
ds

」
　

・
【
本

文
】
日

本
最

初
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

金
メ

ダ
リ

ス
ト

（
織

田
幹

雄
選

手
）
に

つ
い

て
紹

介
す

る
本

文
、

1
9
6
4
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
金

メ
ダ

リ
ス

ト
（
ベ

テ
ィ

・
カ

ス
バ

ー
ト

選
手

）
に

　
　

　
　

　
　

つ
い

て
紹

介
す

る
本

文
、

ス
キ

ー
ジ

ャ
ン

プ
選

手
（
高

梨
沙

羅
選

手
）
に

つ
い

て
紹

介
す

る
本

文
を

掲
載

（
３

年
P

4
8
,5

2
,5

3
)

　
・
【
写

真
】
日

本
最

初
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

金
メ

ダ
リ

ス
ト

（
織

田
幹

雄
選

手
）
の

写
真

、
1
9
6
4
年

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
金

メ
ダ

リ
ス

ト
（
ベ

テ
ィ

・
カ

ス
バ

ー
ト

選
手

）
の

写
真

、
卓

球
選

手
　

　
　

　
　

　
（
石

川
佳

純
選

手
）
、

陸
上

競
技

選
手

（
桐

生
祥

秀
選

手
）
、

車
い

す
テ

ニ
ス

選
手

（
国

枝
慎

吾
選

手
）
の

写
真

、
ス

キ
ー

ジ
ャ

ン
プ

選
手

（
高

梨
沙

羅
選

手
）
の

写
真

を
　

　
　

　
　

　
掲

載
（
３

年
P

4
8
,4

9
,5

2
,5

3
）

光
　

村

「
L
e
t'
s 

R
e
ad

 2
  

M
e
e
t 

H
an

yu
 Y

u
zu

ru
」

　
・
【
本

文
】
フ

ィ
ギ

ュ
ア

ス
ケ

ー
ト

選
手

（
羽

生
結

弦
選

手
）
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

紹
介

す
る

本
文

を
掲

載
（
２

年
P

8
6
-
8
9
）

　
・
【
写

真
】
フ

ィ
ギ

ュ
ア

ス
ケ

ー
ト

選
手

（
羽

生
結

弦
選

手
）
の

写
真

を
掲

載
（
２

年
P

8
6
,8

8
,8

9
）

「
L
e
t'
s 

R
e
ad

 m
o
re

 1
  

T
h
e
 R

u
n
n
e
r 

W
e
ar

in
g 

N
u
m

be
r 

6
7
」

　
・
【
本

文
】
1
9
6
4
年

の
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

お
け

る
1
0
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
走

選
手

（
カ

ル
ナ

ナ
ン

ダ
選

手
）
の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

紹
介

し
た

本
文

を
掲

載
（
３

年
P

1
2
9
,1

3
0
）

  
・
【
写

真
】
1
9
6
4
年

の
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
1
0
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
走

の
写

真
、

1
0
,0

0
0
メ

ー
ト

ル
走

選
手

（
カ

ル
ナ

ナ
ン

ダ
選

手
）
の

写
真

を
掲

載
（
３

年
P

1
2
9
,1

3
0
）

啓
林

館

「
U

n
it
 5

  
W

h
at

 C
an

 P
h
o
to

s 
T
e
ll?

」
　

・
【
本

文
】
第

１
回

近
代

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

紹
介

す
る

本
文

を
掲

載
（
３

年
P

7
0
）

　
・
【
写

真
】
第

１
回

近
代

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
写

真
を

掲
載

（
３

年
P

6
3
,7

0
,7

3
）

　
・
【
コ

ラ
ム

】
第

１
回

近
代

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

に
つ

い
て

紹
介

す
る

コ
ラ

ム
を

掲
載

（
３

年
P

7
3
）
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東
　

書

・
各

単
元

冒
頭

で
の

到
達

点
（
G

O
A

L
）
の

提
示

、
単

元
末

で
の

「
U

n
it
 A

c
ti
vi

ty
」
の

設
定

、
学

期
末

を
想

定
し

た
「
S
ta

ge
 A

c
ti
vi

ty
」
（
複

数
の

領
域

を
統

合
し

た
活

動
）
の

設
定

等
に

よ
り

、
生

徒
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

・
各

単
元

末
の

「
C

H
E
C

K
」
（
振

り
返

り
の

視
点

を
示

し
た

も
の

）
、

巻
末

の
「
C

A
N

-
D

O
リ

ス
ト

」
に

よ
り

、
生

徒
が

学
習

の
達

成
状

況
を

振
り

返
り

、
把

握
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。

・
第

１
学

年
で

は
小

・
中

接
続

単
元

を
設

定
（
P

４
-
８

）
す

る
と

と
も

に
、

U
n
it
5
ま

で
は

各
パ

ー
ト

の
導

入
と

し
て

「
小

学
校

で
学

習
し

た
表

現
を

使
う

『
話

す
こ

と
』
の

活
動

」
を

設
定

し
て

い
る

。
ま

た
、

小
学

校
で

扱
わ

れ
て

い
る

S
m

al
l 
T
al

kに
取

り
組

む
パ

ー
ト

を
別

途
設

定
し

て
い

る
。

・
「
小

学
校

の
単

語
」
の

一
覧

を
、

各
学

年
の

巻
末

資
料

と
し

て
掲

載
し

て
い

る
。

ま
た

、
本

文
の

各
パ

ー
ト

等
に

お
い

て
も

、
こ

の
一

覧
に

含
ま

れ
る

語
に

記
号

を
付

け
て

い
る

。

開
隆

堂

・
各

単
元

冒
頭

で
の

目
標

（
G

o
al

）
の

提
示

、
単

元
末

の
自

己
表

現
活

動
に

向
け

た
各

種
活

動
の

配
置

、
複

数
単

元
学

習
後

の
「
O

u
r 

P
ro

je
c
t」

（
複

数
の

領
域

を
統

合
し

た
活

動
）
の

設
定

等
に

よ
り

、
生

徒
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

・
「
O

u
r 

P
ro

je
c
t」

の
「
G

o!
」
の

パ
ー

ト
に

設
定

さ
れ

た
振

り
返

り
の

活
動

や
、

巻
末

の
「
英

語
で

『
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

』
リ

ス
ト

」
に

よ
り

、
生

徒
が

学
習

の
達

成
状

況
を

振
り

返
り

、
把

握
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。

・
第

１
学

年
で

は
小

・
中

接
続

単
元

（
P

７
-
1
9
）
に

お
い

て
、

お
互

い
の

好
き

な
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
の

英
語

に
よ

る
や

り
取

り
や

英
語

を
書

き
写

す
活

動
な

ど
、

小
学

校
で

の
学

習
内

容
を

踏
ま

え
た

活
動

を
設

定
し

て
い

る
。

ま
た

、
巻

末
に

「
小

学
校

で
学

ん
だ

単
語

」
の

一
覧

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
各

学
年

巻
末

の
「
単

語
と

熟
語

」
の

一
覧

に
は

、
小

学
校

で
学

習
し

た
語

彙
が

分
か

る
よ

う
、

「
小

」
の

記
号

を
付

け
て

い
る

。

三
省

堂

・
各

単
元

に
お

い
て

、
「
G

E
T
」
（
習

得
）
パ

ー
ト

か
ら

「
U

S
E
」
（
活

用
）
パ

ー
ト

へ
と

つ
な

が
る

よ
う

構
成

す
る

と
と

も
に

、
複

数
単

元
学

習
後

の
「
P

ro
je

c
t」

（
複

数
の

領
域

を
統

合
し

た
活

動
）

に
向

け
て

各
単

元
を

配
置

す
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。
・
巻

末
の

「
W

h
at

 C
an

 I
 D

o
?」

(C
A

N
-
D

O
リ

ス
ト

）
に

よ
り

、
生

徒
が

学
習

の
達

成
状

況
を

把
握

で
き

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

・
第

１
学

年
で

は
小

・
中

接
続

単
元

（
P

８
-
1
3
）
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
L
e
ss

o
n
3
ま

で
は

小
学

校
で

学
習

し
た

内
容

を
踏

ま
え

た
「
聞

く
、

話
す

、
読

む
、

書
く
」
の

活
動

を
順

に
設

定
し

て
い

る
。

ま
た

、
巻

末
付

録
の

「
い

ろ
い

ろ
な

単
語

」
の

一
覧

に
お

い
て

、
「
小

学
校

で
出

会
っ

た
も

の
」
に

つ
い

て
は

、
小

学
校

で
学

習
し

た
こ

と
が

分
か

る
よ

う
に

「
☆

」
の

記
号

を
付

け
て

い
る

。

教
　

出

・
各

単
元

に
お

い
て

、
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
や

技
能

の
習

得
か

ら
活

用
へ

と
各

活
動

を
配

置
す

る
と

と
も

に
、

複
数

単
元

学
習

後
の

「
P

ro
je

c
t」

(複
数

の
領

域
を

統
合

し
た

活
動

）
に

向
け

て
各

単
元

を
配

置
す

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

・
各

単
元

末
の

「
G

ra
m

m
ar

」
に

設
定

さ
れ

た
「
L
e
ss

o
n
○

を
ふ

り
返

ろ
う

」
（
振

り
返

り
の

視
点

を
示

し
た

も
の

）
、

巻
末

の
「
C

an
-
D

o
 自

己
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
に

よ
り

、
生

徒
が

学
習

の
達

成
状

況
を

振
り

返
り

、
把

握
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。

・
第

１
学

年
で

は
小

・
中

接
続

単
元

（
P

４
-
９

）
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
L
e
ss

o
n
3
ま

で
は

小
学

校
で

学
習

し
た

語
彙

や
表

現
、

体
験

し
た

活
動

な
ど

を
踏

ま
え

て
単

元
を

構
成

し
て

い
る

。
ま

た
、

巻
末

に
「
小

学
校

で
学

習
し

た
と

み
な

し
た

語
」
の

一
覧

を
掲

載
し

て
い

る
。

・
各

学
年

の
「
W

o
rd

 L
is

t」
に

は
「
小

学
校

で
学

習
し

た
と

み
な

し
た

語
」
が

分
か

る
よ

う
「
小

」
の

記
号

を
付

け
て

い
る

。

光
　

村

・
各

単
元

冒
頭

で
の

具
体

的
な

目
標

（
G

o
al

）
の

提
示

、
単

元
末

で
の

「
G

o
al

」
の

活
動

の
設

定
、

複
数

単
元

学
習

後
の

「
Y
o
u
 C

an
 D

o
 I
t!
」
（
複

数
の

領
域

を
統

合
し

た
活

動
）
の

設
定

等
に

よ
り

、
生

徒
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

・
各

単
元

末
の

「
ふ

り
返

り
」
（
振

り
返

り
の

視
点

を
示

し
た

も
の

）
、

巻
末

の
「
C

A
N

-
D

O
 L

is
t」

に
よ

り
、

生
徒

が
学

習
の

達
成

状
況

を
振

り
返

り
、

把
握

で
き

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

・
第

１
学

年
で

は
小

・
中

接
続

単
元

（
P

６
-
1
9
）
に

お
い

て
、

小
学

校
で

学
習

し
た

語
彙

や
表

現
を

踏
ま

え
た

活
動

を
設

定
す

る
と

と
も

に
、

U
n
it
3
ま

で
は

本
文

を
漫

画
の

セ
リ

フ
形

式
に

す
る

な
ど

、
生

徒
が

徐
々

に
文

字
に

慣
れ

て
い

く
よ

う
構

成
し

て
い

る
。

ま
た

、
巻

末
に

小
・
中

接
続

単
元

の
新

出
語

の
一

覧
を

掲
載

し
て

い
る

。
・
各

学
年

の
「
W

o
rd

 L
is

t」
に

は
「
小

学
校

で
習

っ
た

語
」
が

分
か

る
よ

う
記

号
を

付
け

て
い

る
。

啓
林

館

・
各

単
元

冒
頭

で
の

目
標

の
提

示
、

単
元

末
で

の
「
E
xp

re
ss

 Y
o
u
rs

e
lf
」
（
自

己
表

現
活

動
）

の
設

定
、

学
期

末
を

想
定

し
た

「
P

ro
je

c
t」

（
複

数
の

領
域

を
統

合
し

た
活

動
）
の

設
定

等
に

よ
り

、
生

徒
が

見
通

し
を

も
っ

て
学

習
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
。

・
巻

末
の

「
C

an
-
D

o
 リ

ス
ト

」
に

よ
り

、
生

徒
が

学
習

の
達

成
状

況
を

振
り

返
り

、
把

握
で

き
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。

・
第

1
学

年
で

は
小

・
中

接
続

単
元

（
P

８
-
2
1
）
に

お
い

て
、

ア
ル

フ
ァ

ベ
ッ

ト
を

読
み

書
き

し
た

り
、

「
小

学
校

の
思

い
出

」
や

「
中

学
校

で
し

た
い

こ
と

」
に

つ
い

て
や

り
取

り
し

た
り

す
る

な
ど

、
小

学
校

で
学

習
し

た
語

彙
や

表
現

を
踏

ま
え

た
活

動
を

設
定

し
て

い
る

。

「
別

紙
３

－
１

」
　

【
（
２

）
構

成
上

の
工

夫
　

ア
、

イ
】
　

（
中

学
校

　
英

語
）

　
　

　
　

　
項

目

　
発

行
者

ア
　

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
」
の

実
現

に
向

け
た

工
夫

　
　

（
単

元
構

成
上

の
工

夫
等

）
イ

　
小

学
校

外
国

語
科

と
の

円
滑

な
接

続
の

た
め

の
工

夫
　

　
（
小

学
校

で
学

習
し

た
語

彙
や

表
現

の
扱

い
方

等
）

－ 484 －



東
　

書

・
分

野
別

の
イ

ラ
ス

ト
付

き
語

彙
リ

ス
ト

の
掲

載
・
「
小

学
校

の
単

語
」
の

一
覧

の
掲

載
・
「
C

A
N

-
D

O
リ

ス
ト

」
の

掲
載

・
発

展
的

な
読

み
物

の
掲

載
・
英

語
学

習
の

ポ
イ

ン
ト

等
を

示
し

た
「
学

び
方

コ
ー

ナ
ー

」
の

掲
載

・
語

彙
や

本
文

等
の

音
声

、
動

画
、

関
連

資
料

等
を

利
用

で
き

る
二

次
元

コ
ー

ド
の

掲
載

　
等

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
全

て
の

生
徒

の
色

覚
特

性
に

適
応

す
る

よ
う

デ
ザ

イ
ン

し
て

い
る

。
・
単

元
の

構
成

等
を

規
則

的
に

す
る

こ
と

で
、

学
習

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

を
図

っ
て

い
る

。
等

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
ペ

ー
ジ

ご
と

に
配

置
さ

れ
た

二
次

元
コ

ー
ド

を
活

用
し

て
、

語
彙

や
本

文
等

の
音

声
を

聞
く
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
語

彙
や

本
文

等
の

テ
キ

ス
ト

情
報

を
併

せ
て

閲
覧

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
加

え
て

、
各

単
元

の
導

入
場

面
の

動
画

資
料

を
視

聴
し

た
り

、
参

考
と

な
る

資
料

や
動

画
を

視
聴

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

開
隆

堂

・
分

野
別

の
イ

ラ
ス

ト
付

き
語

彙
リ

ス
ト

の
掲

載
・
「
小

学
校

で
学

ん
だ

単
語

」
の

一
覧

の
掲

載
・
「
英

語
で

『
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

』
リ

ス
ト

」
の

掲
載

・
Q

＆
A

活
動

に
活

用
で

き
る

質
問

と
応

答
の

一
覧

の
掲

載
・
活

動
に

使
用

で
き

る
「
ア

ク
シ

ョ
ン

カ
ー

ド
」
（
動

作
の

イ
ラ

ス
ト

と
英

語
表

現
が

表
裏

に
な

っ
た

も
の

）
の

収
録

・
各

単
元

に
設

定
さ

れ
て

い
る

「
T
ry

」
（
即

興
的

な
「
話

す
こ

と
」
の

活
動

）
の

表
現

例
の

一
覧

の
掲

載
・
語

彙
や

本
文

等
の

音
声

、
動

画
を

利
用

で
き

る
二

次
元

コ
ー

ド
の

掲
載

　
等

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

の
視

点
か

ら
、

で
き

る
だ

け
多

く
の

生
徒

が
見

や
す

く
な

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

・
各

パ
ー

ト
の

配
列

を
規

則
的

に
す

る
こ

と
で

、
学

び
や

す
い

紙
面

に
な

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
パ

ー
ト

ご
と

に
配

置
さ

れ
た

二
次

元
コ

ー
ド

を
活

用
し

て
、

語
彙

や
本

文
等

の
音

声
を

聞
く
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
本

文
の

イ
ラ

ス
ト

等
を

併
せ

て
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

三
省

堂

・
分

野
別

の
語

彙
リ

ス
ト

の
掲

載
・
「
W

h
at

 C
an

 I
 D

o
?」

（
C

A
N

-
D

O
リ

ス
ト

）
の

掲
載

・
発

展
的

な
読

み
物

の
掲

載
・
「
T
ak

e
 A

c
ti
o
n
! 
T
al

k」
（
即

興
で

伝
え

合
う

力
を

養
う

活
動

）
で

使
用

で
き

る
「
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
シ

ー
ト

」
（
活

動
を

行
う

際
の

指
示

書
）
の

掲
載

・
辞

書
の

活
用

方
法

、
単

語
の

学
習

方
法

な
ど

、
英

語
学

習
の

参
考

に
な

る
情

報
を

提
供

す
る

「
F
o
r 

S
e
lf
-

st
u
dy

」
の

掲
載

・
語

彙
や

本
文

等
の

音
声

、
動

画
を

利
用

で
き

る
二

次
元

コ
ー

ド
の

掲
載

　
等

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
配

慮
し

て
編

修
し

て
い

る
。

・
教

材
の

配
列

を
パ

タ
ー

ン
化

す
る

こ
と

で
、

ど
の

生
徒

も
学

習
に

集
中

で
き

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
パ

ー
ト

ご
と

に
配

置
さ

れ
た

二
次

元
コ

ー
ド

を
活

用
し

て
、

語
彙

や
本

文
等

の
音

声
を

聞
く
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
二

次
元

コ
ー

ド
に

「
W

at
c
h
」
と

示
さ

れ
た

部
分

に
つ

い
て

は
、

動
画

を
視

聴
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
　

出

・
各

単
元

の
学

習
と

並
行

し
て

、
帯

活
動

等
で

行
う

こ
と

が
で

き
る

「
A

c
ti
vi

ti
e
s 

P
lu

s」
（
Q

&
A

活
動

に
活

用
で

き
る

質
問

と
応

答
の

一
覧

、
即

興
の

チ
ャ

ッ
ト

や
ス

ピ
ー

チ
の

話
題

一
覧

等
）
の

掲
載

・
「
小

学
校

で
学

習
し

た
と

み
な

し
た

語
」
の

一
覧

の
掲

載
・
「
C

an
-
D

o
 自

己
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
の

掲
載

・
自

己
紹

介
用

ネ
ー

ム
カ

ー
ド

の
収

録
・
身

近
な

も
の

や
人

を
説

明
す

る
た

め
の

イ
ラ

ス
ト

カ
ー

ド
の

収
録

・
即

興
で

の
ス

ピ
ー

チ
等

の
「
お

題
」
を

記
載

し
た

カ
ー

ド
の

収
録

・
学

習
方

法
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

紹
介

す
る

「
H

o
w

 t
o
 S

tu
dy

」
の

掲
載

・
語

彙
や

本
文

等
の

音
声

を
利

用
で

き
る

二
次

元
コ

ー
ド

の
掲

載
　

等

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
配

慮
し

て
編

修
し

て
い

る
。

・
教

材
の

配
置

や
レ

イ
ア

ウ
ト

を
パ

タ
ー

ン
化

す
る

こ
と

で
、

全
て

の
生

徒
に

と
っ

て
学

び
や

す
い

紙
面

と
な

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
単

元
ご

と
に

配
置

さ
れ

た
二

次
元

コ
ー

ド
を

活
用

し
て

、
語

彙
や

本
文

等
の

音
声

を
聞

く
こ

と
が

で
き

る
。

光
　

村

・
各

単
元

の
学

習
と

並
行

し
て

、
帯

活
動

等
で

活
用

で
き

る
「
L
e
t'
s 

T
al

k」
（
即

興
的

な
や

り
取

り
を

行
う

た
め

の
質

問
と

回
答

の
表

現
集

）
の

収
録

・
分

野
別

の
イ

ラ
ス

ト
付

き
語

彙
リ

ス
ト

の
掲

載
・
小

・
中

接
続

単
元

の
新

出
語

一
覧

の
掲

載
・
「
C

A
N

-
D

O
 L

is
t」

の
掲

載
・
各

学
年

の
学

習
方

法
の

指
針

を
示

し
た

「
英

語
の

学
び

方
ガ

イ
ド

」
、

技
能

別
の

学
び

方
の

コ
ツ

な
ど

を
紹

介
し

た
「
Y
o
u
r 

C
o
ac

h
」
の

掲
載

・
語

彙
や

本
文

等
の

音
声

、
映

像
、

関
連

資
料

等
を

利
用

で
き

る
二

次
元

コ
ー

ド
の

掲
載

　
等

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

・
カ

ラ
ー

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
観

点
か

ら
、

専
門

家
に

よ
る

校
閲

を
行

っ
て

い
る

。
・
各

情
報

（
各

単
元

に
お

け
る

本
文

や
活

動
等

）
を

そ
れ

ぞ
れ

所
定

の
位

置
に

整
理

し
て

配
置

す
る

こ
と

で
レ

イ
ア

ウ
ト

を
パ

タ
ー

ン
化

し
、

生
徒

が
迷

わ
ず

学
習

で
き

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
パ

ー
ト

ご
と

に
配

置
さ

れ
た

二
次

元
コ

ー
ド

を
活

用
し

て
、

語
彙

や
本

文
等

の
音

声
を

聞
く
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
教

科
書

の
「
W

at
c
h
」
の

活
動

で
は

動
画

を
視

聴
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

本
文

等
の

内
容

に
応

じ
て

、
参

考
資

料
へ

の
リ

ン
ク

も
設

定
し

て
い

る
。

啓
林

館

・
分

野
別

の
語

彙
リ

ス
ト

の
掲

載
・
「
C

an
-
D

o
リ

ス
ト

」
の

掲
載

・
語

彙
や

本
文

等
の

音
声

等
を

利
用

で
き

る
二

次
元

コ
ー

ド
の

掲
載

　
等

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

。
・
色

使
い

と
デ

ザ
イ

ン
に

つ
い

て
誰

に
で

も
必

要
な

情
報

が
伝

わ
る

よ
う

配
慮

し
た

こ
と

に
よ

り
、

メ
デ

ィ
ア

・
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
・
デ

ザ
イ

ン
協

会
（
M

U
D

）
の

認
証

を
申

請
中

で
あ

る
。

・
各

単
元

の
構

成
を

規
則

的
に

す
る

こ
と

で
、

生
徒

が
学

習
に

取
り

組
み

や
す

い
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

等
が

示
さ

れ
て

い
る

。

・
パ

ー
ト

ご
と

に
配

置
さ

れ
た

二
次

元
コ

ー
ド

を
活

用
し

て
、

語
彙

や
本

文
等

の
音

声
等

を
聞

く
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
語

彙
や

本
文

の
テ

キ
ス

ト
情

報
を

併
せ

て
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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